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サンスクリット語文法ノート (17) 

名詞起源動詞の形成法 
 

松浦 高志 
                               

 

1  はじめに 

たとえば árāti-「敵」に -yá- を付けて名詞起源動詞（denominative）をつ

くるとき，本来は *arātiyáti となるべきであるが，arātīyáti「悪意をもつ者

になる」（ŚB I.3.2.11）のように，一般に名詞語幹末の -i- が延びる．この延

長は何らかの類推によるものであるが，何からの類推であるかは意見が一

致していない．以下ではどのような説明がなされているかを確認する．ま

た名詞起源動詞以外でも，たとえば受動形や願望動詞でも同様に語根（語

幹）末の -i- が延びることがあるので，それについても述べる1． 

 

2  名詞起源動詞の本来の形成法 

2.1 uruṣ-yá-ti「守る」 

ゴンダ『初等文法』§98 (p. 79)では，（§97「使役動詞」の後で）「使役の

意味をもたずに，aya- 活用に従って現在を作る多数の動詞があり；多くは

名詞起源の動詞（Denominative）である」と説明され，amitrayati「敵対す

る」（amitra-「敵」），varṇayati「記述する」（varṇa-「色彩」），corayati「盗む」

 
1 本ノートは 2024 年 7 月 1 日の梶原三恵子先生の「印度語学印度文学演習 III」
（東京大学文学部）での発表資料をほぼそのまま掲載したものである．なお，執筆

に際しては JSPS科研費 JP22K20016の助成を受けた． 
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など，-aya- を含む名詞起源動詞のみの例が挙げられている． 

しかし名詞起源動詞がすべて -aya- を含むわけではない．むしろ名詞

起源動詞は，印欧祖語では名詞語根（または名詞語幹）の零階梯に *-i̯é/ó-

> -yá- を付けたものであった可能性が高い2．記号を用いて表すと ‘R(Ø)- 

i̯é/ó-’ のようになる．なお，R は語根の略で (  ) 内は（印欧祖語での）

階梯を表し，e / ē / o / ō または Ø（零階梯，LIV² では z で表す）が入る．

*e/o は語幹形成母音（thematic vowel，次の音によって e か o かが決まる）

であり，サンスクリット語では a または ā で現れる． 

たとえば uruṣ-yá-ti「守る」（MW s.v. uruṣya-, cf. Pā VI.3.133）は，名詞

várivas-「幅広さ」からつくる名詞起源動詞であると説明される．意味の点

では，「幅広さを求める」＞「人を幅広さ／安全さの中へと持ち込む」の

ように敷衍されたと説明される．まず，várivas- は名詞（形容詞）語根 ur-

u- < *h₁urhₓ-u-「幅広い」から派生した名詞である．二つ目の -u- は Caland

接辞であるので，ほかの単語を派生させるときにこれを取り去ることがあ

る3．*h₁urhₓ- は最後に喉音を含むので，これを guṇa 階梯にして名詞接辞 

-vas- < *-u̯os- を付けると，その喉音が i で現れて várivas- になる． 

さて，várivas- < *h₁u̯érhₓ-u̯os-「幅広さ」の語根と接辞を零階梯にすると 

*h₁urhₓ-us- になり，これに *-i̯é/ó- を付けると uruṣ-ya-tiができる（この場合，

後に母音が続くので *hₓ は消失する）．なお，MW s.v. uruṣya- では，uru- に

由来する名詞（からつくる名詞起源動詞）としつつも，「vr̥- (1) の不規則

な未来形か願望動詞か？」とも説明されている． 

 

2.2 ほかの印欧語での例 

 
2 Klingenschmitt, Verbum, 149 n. 9; Gotō, Morphology, 131–132. 
3 松浦「文法ノート (7)：Caland接辞」69. 



 | 87 
 

零階梯の名詞に接辞 *-i̯é/ó- を付けてつくる名詞起源動詞は，ほかの印欧

語にも例がある．たとえば希 blíttō「蜂の巣を切り出す」は，méli「蜂蜜」

（語幹は mélit-）を零階梯にして *-i̯é/ó- を付けた *mliti̯é/ó- に由来する．ギ

リシア語では，この ml のような「共鳴音＋共鳴音」の組み合わせでは，

間にわたり音（発音を容易にするために入る，語源とは無関係な音）が入

るので *mbliti̯é/ó- になるが，語頭ではこの三子音の連続は許されないので，

m が落ちて *bliti̯é/ó- > blíttō になる．名詞曲用において méli「蜂蜜」が零

階梯になることはなく，常に語根母音の e が保たれるので，blíttō は古形

を保存しているということになる． 

ほかに羅 sepel-iō「埋葬する」は *sep-el-i̯é/ó-「敬意を払う」という名詞

起源動詞であるが，これはサンスクリット語の sapar-yá-ti「尊敬する」と

比較できる4． 

 

2.3 名詞＋√dhā「置き定める」でつくる単語 

名詞＋√dhā「置き定める」でつくる単語でも同じ現象が起こっていると

考えられる5．たとえば medhā́「精神的な活力，知性，知恵」は，mánas-「心，

知力」を零階梯にして √dhā「置き定める」を付けて *mńs-dʰéh₁- > *masdhā́ 

> medhā́ (Av. Maz-dā-) のようにつくられたと考えられる．なお，古い時代

に（閉鎖音の前で）*as であった音は，サンスクリット語では e で現れる． 

 

3  名詞起源動詞の形成法 

3.1 教科書での説明 

VGS §175 (pp. 205–207) では，名詞起源動詞の形成法は次の四つに分類

 
4 EWAia s.v. sapary, cf. √sap「従う，尊敬する，仕える」等． 
5 Gotō, Morphology, 132. 
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されて説明されている（例はそれぞれ一つだけに限った）． 

(1) 名詞語幹末の -i- と -u- は延びる：rayī-yá-「富を望む」（rayí-），r̥jū-yá-

「まっすぐである」（r̥jú-）等． 

(2) 名詞語幹末の -a- はふつう変わらないが，延びて -ā- になることがあ

り，あるいは -ī- になること，-a- が落ちることもある：deva-yá-「神

の役割を果たす」，aśvā-yá-「馬を望む」，putrī-yá-「息子を望む」（putrá-），

adhvar-yá-「祭式を行う」（adhvará-, adhvarī-yá- もある）． 

(3) 名詞語幹末の -ā- は変わらない：gopā-yá-「牧人として働く，守る」． 

(4) 名詞語幹末の子音は変わらない：bhiṣaj-yá-「医者の役割を果たす，

病気を治す」． 

 

3.2 -i- または -u- で終わる語根に -ya- を付けるとき 

-i- や -u- で終わる語根に -ya- を付けるとき，その語根母音は一般に延び

る．また -ya- 以外でも，y- で始まる形態素（morpheme）を付けるときにも

延びる．たとえば（現在以外の）希求法，祈願法（precative），強意動詞

（intensive），名詞起源動詞（denominative），受動態のときには一般に延び

る．これらのうち特に受動態について Kulikov は次の説明を挙げているが，

そのうち (i–iii) は否定され，(iv) がもっともよい説明であるとしている6． 

(i) C を子音として，°Ciyá- のように，一音節から二音節になる例

（Sievers の法則による）からの類推．たとえば Criyá- 語幹（√kr̥「作

る」の受動態が kriyá-tiになる場合などが考えられる）．これが -u- 語

幹にも適用された（Lanman）．ただし -yá- を用いる受動態では

 
6  Kulikov, -ya-Presents, 8–9; Lanman, ‘Passive-stem’; Kuryłowicz, L’apophonie, 127; 
García Ramón, cēnsēre, 123 n. 63; Jamison, ‘Laryngeals’, 215–216, 225; Lubotsky, ‘-áya-
Formations’, 101–102 & 102 n. 5（Kulikov, -ya-Presents, 9 n. 18で挙げられている ‘112, 
note 5’ は ‘102, note 5’ の誤り）． 
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Sievers の法則は適用されないので支持できない（Kulikov）． 

(ii) TeRi, TeRu > TRi, TRu > TRī, TRū のように「音節が失われることに

よる二次的な延長」（sekundäre Dehnung infolge des Silbenverlustes）

が起こったため（Kuryłowicz）．ただしこれは支持できない（Kulikov）． 

(iii) 「……の状態である」の意味を付す状態相接辞 *-eh₁- の零階梯が前

に付いて，*-h₁-i̯é/ó- という形態素複合体（Morphomekonglomerat）

をつくっている．例：śrūyáte (< *k̑leu̯-), stūyáte (< *steu̯-)など（García 

Ramón）．ただし -ya- 現在を，*-h₁- を用いるものと用いないものの

二種類に分けることになり，アドホックな解決法である（Kulikov）． 

(iv) 短母音で終わる語幹に -yá- を付けてつくる名詞起源動詞からの類

推（Lubotsky が Kulikov に個人的に提案）．さらに y で始まる接辞

をもつ動詞の形態へとこの延長が広まり，形態素境界を示すための

指標（-ī- のところで一つの形態素が終わっている印になる）の一つ

となった（Jamison）． 

(iv) について，たとえば aśvāyá-ti「馬を望む」は印欧祖語では *h₁ek̑u̯o-i̯é/ó- 

であるが，Brugmann の法則により *-i̯é/ó- の前にある *o は，ā で現れるの

で，もともと短母音で終わっていた語幹が，-yá- を付けることで延びてい

ると言える．なお，Brugmann の法則とは，開音節（母音で終わる音節）

の *o は，インド・イラン語派では ā で現れるという法則である．Jamison

の言う形態素境界については第 4節で述べる． 

Lubotsky（と Kulikov）の説明は現時点ではもっともよい説明のようで

あるが，問題もないわけではない．たとえば，-a- 語幹の名詞からつくる名

詞起源動詞は，すべて -ya- の前が延びなければならないが，それについて

はこの箇所では説明されていない． 

また Kulikov が挙げていない説もある．たとえば Renou は，-īyá- は，

putrīyánt-「息子を望んでいる」のように願望動詞（desiderative）の意味が
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あることがある，と述べているので7，おそらく Renou は -īyá- となる名詞

起源動詞の由来の一つは，願望動詞からの類推であると考えているようで

ある．願望動詞では，共鳴音の後では接辞として *-h₁se/o- を付けるので，

i 語幹の名詞からつくる願望動詞は，*-i-h₁se/o- > -īsa-tiのようになる．たと

えば √ci「集める」（< *kʷei̯-）からは，ci-kī-ṣa-te < *kʷi-kʷi-h₁-se/o-，ほかの

共鳴音の例として √kr̥「つくる」（< *(s)kʷer-）からは，cí-kīr-ṣa-ti < *kʷí-kʷr-

h₁-se/o-（サンスクリット語では，*rhₓ は īr で現れる）． 

 

4  母音化した喉音の扱い 

Jamison, ‘Laryngeals’ では，母音化した喉音がサンスクリット語でどの

ように取り扱われているか，その中でも特に，サンスクリット語ではふつ

う -i- で現れる母音化した喉音が，類推によって -ī- と長くなる場合につい

て論じている． 

Jamison の議論の一つは，受動態と名詞起源動詞に含まれる -ī-ya- であ

る8．i で終わる語根の受動態と，-i- 語幹の名詞からつくる名詞起源動詞で

は，その -i- が延びる．たとえば mī-yá-te「固定された」（cf. mitá-），cī-yá-te

「集められた」（cf. citá-）；arātī-yá-ti「敵意をもつものとなる」（árāti-），rayī-

yá-ti「富を望む」（rayí-）などがある．これらの延長は明らかに形態上の理

由で行われるものであり，-y- の前に形態素境界があることを示すために

延びていると Jamison は述べている． 

これは，（零階梯の）語根に含まれる喉音が i で現れるときにも同様に

起こる．たとえば dī-yá-te「与えられた」（*dh₃-），dhī-yá-te「置き定められ

た」（*dʰh₁-），sthī-ya-te「立てられた」（*sth₂-）；mahī-yá-te「喜ばしい」（*meg̑-

 
7 Renou, védique, §359 (p. 301–304). 
8 Jamison, ‘Laryngeals’, 215–216. 
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h₂-），janī-yá-ti「妻を望む」（*gʷen-h₂-）などである． 

Jamison は語末音節に含まれる喉音についても論じている9．C を子音，

# を語末として，本来は *-hₓC# > -iC# になるはずであるが，実際にはほと

んど *-hₓC# > -īC# になると述べている．すなわち，語末にある子音の前の

喉音が延びる，ということである．たとえば語根現在の過去（imperfect）

では abravīt < *(h₁)e-mleu̯h₂-t (√brū)，語根アオリストでは agrabhīt < *(h₁)e-

gʰrebh₂-t (√grabh)，s アオリストでは asāvīt < *(h₁)e-seu̯h₂-s-t (√sū) のような

例がある． 

 

凡例 
希 ギリシア語． 
羅 ラテン語． 
Av. Avestan（アヴェスタ語）． 

EWAia Mayrhofer, Etymologisches Wörterbuch des Altindoarischen. 
LIV ² Rix (Hg.), Lexikon der indogermanischen Verben². 

MW Monier-Williams, Dictionary. 

VGS Macdonell, Vedic Grammar for Students. 
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Pā Pāṇini. ŚB Śatapatha-Brāhmaṇa. 
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